
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）86号                  こじま政直のニュースレター                 ２０１８年10月 

愛する故郷を…夢と希望と活力のあるまちに！ 
 

こじま政
ま さ

直
な お

のニュースレター
・発行者：豊田市議会議員小島政直 
・ＴＥＬ：５３－３４７８        ・ＦＡＸ:５３－３７４５ 
・e-mail：masanao@hm.aitai.ne.jp 
・住所：豊田市若林西町茶屋間30番地３ 
・ホームページ：http://www.komei.or.jp/km/toyota-kojima-masanao/

 

      9 月議会にて一般質問に立ちました！ 

 

令和元年 9月豊田市議会定例本会議が 8月 

30 日から 9月 24 日までの日程で開催され 

ました。 

執行部からは 

①医療提供体制の充実を図るため、豊田市 

立南部地区救急内科診療所を設置する「豊 

田市立南部休日救急内科診療所条例」の 

「新規条例」。 

②子ども・子育て支援法の一部改正に伴い、 

保育料の無償化、幼稚園就園奨励費補助金 

及び保育の特例の廃止、その他所要の改正 

を行う「子ども・子育て支援法の一部改正に伴う関係条例の整備に関する条例」等の

「関係条例の整備に関する条例」。 

③市民の健康保持及び医療体制の充実を図るため、超電導磁気共鳴画像診断装置を購

入する等の「財産の取得に関する議案」。 

など、執行部から提出された議案 91 号から 124 号までの 34 議案を慎重に審議しまし

た。 

また、９月議会は決算議会といわれる通り、平成 30 年度の豊田市一般会計や豊田市

国民健康保険特別会計をはじめとする各特別会計、豊田市水道事業会計の決算案件も

上程されましたので、30 年度予算が住民福祉の向上のため十分に執行されたかどう

かについても厳正に審査をしました。 

私、こじま政直は、9月2日（月）一般質問に立ち、「次代を築き、拓く福祉施策を

展開していかなければならない」という思いから、「障がい者雇用に向けた取組と

理解啓発」について、22項目の質問と3項目の提言を致しました。  

これからも、こじま政直は、皆様のお役に立つことができますよう、さらに勉強し頑

張ってまいります！ 
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【議場における一般質問の様子】 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“こじま政直のニュースレター”は企画・編集・印刷の全てを“こじま政直”一人で発行しております！ 
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Q.「農福連携のメリットに関する考え」について 

A:農業事業者のメリットとしては、労働力の補完の他、障がい者の受け入れ 

が自身の生産工程や作業体系を見直す機会となり、農業生産の拡大、効率化

に繋がる可能性もあるのではないかと考えます。また、豊田市においては社

会福祉法人が農業事業者と連携をしながら自ら営農を行っている事例もあり 

耕作放棄地の解消や未然防止など、地域農業の維持にも繋がっています。 

福祉事業者のメリットとしては、日中活動の選択肢が広がることが挙げられます。サービス

提供事業所から外へ出ることで、米作りや野菜作り、時には家畜の世話をすることで仕事の

幅が広くなることが大きな利点だと考えられます。加えて体を動かすことで、体力アップや

身体機能の低下を防止することが期待できるほか、生産した農産物の販路を確保することで

自らが育てたものが社会の役に立つといった生きがいづくりにも繋がるとともに、農産物の

売り上げが賃金向上に反映できれば、本人の自立を促すことも期待できると考えます。 

Q.「農福連携の実現に向けた福祉事業所の現状」について 

A:平成 30 年度末に就労継続支援事業所 A型及びＢ型の事業所を中心とした市内 32 の事業所

に対し、農福連携に関するアンケート調査を実施した所、4つの事業所が興味を示しまし

た。また、これらの事業所が希望する連携形態は、施設内外における農作業の受託作業が多

く、農業事業者から農作物のパック詰めなど特定の仕事を請け負う形態を希望しています。 

Q.「農業に携わっている福祉事業所の声」 

A:農作業を通じて地域住民と交流することで、地域とのつながりができたこと、利用者の工

賃アップにつながったこと、障がい者の健康や体力アップの他、規則正しい生活リズムがで

きたことなど、健康面に対しても良い影響を与えているといった効果を聞いています。その

他、農作業をする障がい者が「生き生きとしてきた」といったことも聞いており、やりがい

や生きがいにも繋がっていることが予想できます。 

 

法律相談を実施！次回の相談日は… 
・日時：１１月12日（火）18:30～20:３0 

１2月10日（火）18:30～20:３0 

・会場：豊田市福祉センター４Ｆ４３会議室 

・連絡先：豊田市議会公明党議員控室 

・ＴＥＬ：３４－６６６５（内線）３８０７３ 
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☆令和 2年度「市政に関する予算要望書」を提出！☆ 

私たち公明党豊田市議団は、責任ある立場で、どこまで 

も庶民の側に立ち現場の声、生活者の思いを実現すると共 

に、安全・安心・安定・快適な豊田市を構築する為、8月 

28日（水）市長公室にて、太田稔彦市長に対し、重点項目 

22項目、部局別項目186項目からなる「令和2年度市政に関 

する予算要望書」を提出しました。 

 


